
11月24日（金）、ANA・JALは共同でプレスリリースをおこない、
一部の地方空港（委託先グランドハンドリング事業者が同じ函館・
仙台・新潟・岡山・高知・鹿児島など10空港）におけるランプハンド
リング作業で必要となる一部の作業資格に関する相互承認の仕組み
づくりの検討に着手し、2024年4月から開始することを発表しました。

（従来）

（今後）
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現状は、同じ作業内容
でも、両社の資格取得
訓練が必要であるため、
両社の作業に従事できる
資格者養成には時間を
要していました。相互
承認ができれば、いずれ
かの資格取得訓練を実施
することで、両社の資格
を得ることができるため、
訓練期間を従来より大幅
に短縮することが期待
されます。
航空連合は引き続き、

こうした「圧倒的な生産
性向上」に資する取り
組みの促進を目指し、
関係各所への働きかけを
おこなっていきます。 引用元:ANA・JAL各ホームページ


